
令和7年5月1日号広報ちはら台へ掲載しました

皆さん、マイナンバーカードの保険証利用は、もうなされていますで
しょうか。
令和６年12月２日から従来の健康保険証の新規発行が停止され、マイ

ナ保険証を基本とする仕組みとなり、現在様々なところでCMやポスター
を見かけるようになりました。
マイナ保険証を利用するメリットとしては、①一人ひとりの過去の診

療・薬剤情報などに基づいた医療が受けられること、②高額な医療費が
発生した場合でも書類での事前申請や高額な立替が不要になることがあ
ります。
①では医療機関に受診した際、診療・薬剤・特定健診情報の提供に同

意すると、医療機関が患者さんの情報を閲覧することが可能となり、情
報に基づいた診断や重複する投薬を回避した適切な処方を受けることが
できるというものです。なお、同意していない情報が閲覧されることは
ありません。
②では突然の手術や入院で高額な医療費が発生した場合でも、事前の

申請や高額な立替払いをせずに、高額療養費制度が適
用され、一定額以上の支払いがその場で不要になりま
す。
また、今後は救急搬送時の情報取得においてもマイ

ナンバーカードを活用することで、患者さん等から情
報を聞き取りするのが難しい場面でも、患者さんの情
報を正確かつ迅速に把握する実証事業も進められてい
ます。
当院でも、診療までの空き時間に保険証確認できる

よう顔認証カードリーダーを増設しつつ、デジタルサ
イネージ等で情報発信していく予定ですので、マイナ
ンバーカードの有効利用に向けて早速使ってみていた
だければと思います。
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